
 

 

 実施機関：水産技術センター 

 宍道湖  

［経緯］ 「第Ⅰ期宍道湖・中海水産資源維持再生構想」に基づく取り組み（H18～H22） 

 

 

 

 

［得られた成果］ 

 

 

 

 

 

［新たな課題の発生］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シジミ夏期大量へい死
原因を解明 

湖底貧酸素化の実態把握 正確な資源量情報の漁
業者への提供 

湖底耕耘による漁場改善効
果の実証 

ヨシ帯の効果の実証 

ヤマトシジミ資源生態調査 貧酸素水調査 

 

ワカサギ・シラウオ資源生態調査 

 
漁場改善効果調査 ヨシ帯水産生物保護育成調査 

育たない 
（冬期大量へい死） 

生まれない 
（再生産の不調） 

シジミ資源崩壊！！ 

藻類・沈水植物の大量繁茂 

カビ臭原因プランクトン
やアオコの大量発生 

ワカサギ・ハゼなど
魚介類の激減 

アオコと水草の湖に！！ 

近年、湖の状況が急激に変化！！ 

ヤマトシジミ資源量と漁獲量の上限の推移 
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漁獲制限（㎏）夏期の大量
へい死 冬期のへい死

アオコの大量発生 カビ臭プランクトン 

「水の都松江」の象徴「宍道湖」の危機！！ 

シジミ漁獲量日本一の座から転落？！ 

地域産業への悪影響  

 流通加工業の経営悪化 

 観光産業への悪影響 

市民生活への悪影響  

 異臭を発する死の湖 

 憩いの場の喪失 

総合的なアプローチによる原因究明と対策が必要 
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ワカサギ漁獲量の経年変化



［今後の取り組み方向］ 

第Ⅰ段階 原因（何故）の究明         ⇒ 想定される調査項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２段階 対策の提言 

１万トンのヤマトシジミ漁獲量を目指して 

 

［調査体制（案）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水産部門研究機関・環境部門研究機関・大学・NPO・河川管理者が連携して原因の究明と対策の検討

を行う。

 何故カビ臭プランクトンが増大したのか？ 

 何故アオコが大量発生するのか？ 

 何故藻類や沈水植物が大量繁茂するのか？ 

 魚類や貝類のバイオマスが何故減少したの

か？ 

 湖底に何故浮泥が堆積するのか？ 

 シジミの餌生物が何故減少したのか？ 

 シジミの産卵初期に何故低塩分化するのか？ 

 シジミが何故冬期に大量斃死するのか？ 

汽水汚濁メカニズム解明調査ワー

キンググループ（環境政策課） 

 環境省主導 

 水質基準を達成するための取組 

・東京大学 
・京都大学 
・島根大学 
・鳥取大学 
・静岡県立大学 
・国土交通省 
・保健環境科学研究所 
・水産技術センター（事務局） 
・（NPO）自然と人間環境研究機構 
・宍道湖漁協 

問題解決ワーキンググループ 

水産生物生産（ヤマトシジミ

等）を最大化するための取組 

・島根大学総合理工学部（清家教授） 

・（NPO）自然と人間環境研究機構（石飛理事長） 

・鳥取大学工学部（矢島准教授） 

・（独）港湾空港技術研究所（井上上席研究官） 

・保健環境科学研究所 

・京都大学大学院農学研究科（笠井准教授） 

 

非生物系ワーキンググループ 

①宍道湖・中海の環境変化の原因解明と改善方法の
開発（非生物ワーキンググループ） 
・流入河川を含めた水質・栄養塩の経年変化と現状分析 
・流入河川を含めた土砂環境の経年変化と現状分析 
・水利モデル（環境政策課開発中のものを改良）による
物理環境変化の解析と予測 
・生物多様性の維持を目的とする水質・土砂環境制御手
法の開発 
 
②宍道湖の生態系変化の原因解明と水産生物生産最
大化のための技術開発（生物ワーキンググループ） 
・ヤマトシジミ資源減少原因の解明 
・ヤマトシジミ資源回復手法の開発 
・魚介類の減少原因の解明 
・アオコ・水生植物大量発生・繁茂の原因解明と制御技
術の開発 
・生態系モデル（環境政策課開発中のものを改良）によ
る変動原因の解析と管理手法の効果予測 

・東京大学大学院新領域創成科学研究科（山室教授） 
・静岡県立大学環境科学研究科（谷准教授） 
・（独）水産総合研究センター瀬戸内海水産研究所 
（浜口主幹研究員） 
・島根大学教育学部（大谷教授） 
・保健環境科学研究所 
・水産技術センター 
・宍道湖漁協 

生物系ワーキンググループ 

連携 



 中海  

［経緯］ 「第Ⅰ期宍道湖・中海水産資源維持再生構想」に基づく取り組み（H18～H22） 

 

 

 

［得られた成果］ 

 

 

 

［現状］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［今後の取り組み方向］ 
 
 
 
 
 
 
 
 

［対策（例）］ 

 

 

 

 

［効果］ 

 

湖底貧酸素化の
実態把握 

アサリの生殖周期と減耗
要因を解明 

 

サルボウ天然採
苗技術の確立 

貧酸素水調査 アサリ生態調査 

 

サルボウの増殖技術調査 

 

漁業実態調査 

・中浦水門の撤去：H17-21年 

・森山堤防の開削：H21年 

・西部承水路の撤去：H18-22年 

 

・漁獲量の低迷 
・漁業者の減少 

中海北部の下層（水深 6m）の溶存酸素量 

カビ臭プランクトン       シオグサ 

中海の環境の変化 

漁業実態を把握 

＋ 

漁場環境 若干改善の方向 
本庄水域への海水流入 

漁業の再構築が必要 
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中海北部では中浦水門撤
去後、DO3mg/l以下の状

況がほとんど見られない。

藻類の大量繁茂 

アサリ稚貝の大量発生 
サルボウガイ生息域の拡大 

中海のサルボウ 

漁業生産の増加 

 指標 
 アサリ 70t/年 
 サルボウ漁業の復活 

水質改善 ＋ 

二枚貝の増養殖手法の確立 

アサリ サルボウ カキ 

魚介類の増養殖手法の確立 

マハゼ 

藻類の管理手法の確立 

オゴノリ その他の藻類 

稚貝放流や養殖 

底質改善 

底質改善 

漁獲手法の改善 

除去・利用方法の開発 

漁場の再生 環境改善 漁獲の増加・市民の憩い回復

いの 


